
す
よ
。
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う｣

、

こ
ん
な
こ
と
が
一
度
な
ら
ず
あ

っ
た
。
皆
さ
ん
か
ら
預
か
っ
た

カ
ン
パ
と
寄
せ
書
き
は
事
務
所

の
人
に
確
か
に
渡
し
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

そ
の
後
中
部
地
域
を
回
っ

た
。
米
軍
統
治
下
の
面
影
を
残

す
と
い
わ
れ
た
コ
ザ
ゲ
ー
ト
通

り
へ
行
っ
た
。
大
通
り
の
両
側

の
店
は
噂
通
り
英
語
で
あ
ふ
れ

て
い
た
。
通
り
を
散
歩
し
て
い

る
人
に
聞
い
て
み
た
。
昔
は
米

兵
が
飲
酒
運
転
で
問
題
を
よ
く

起
こ
し
た
。
数
年
前
か
ら
米
兵

の
外
出
は
深
夜
0
時
ま
で
に

な
り
、
最
近
は
あ
ま
り
騒
ぎ
に

な
ら
な
い
と
か
。 

ゲ
ー
ト
の
金
網
に
は
英
語
と

日
本
語
で
「
軍
用
犬
が
常
時
パ

ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
」
と
い
う

沖
縄
県
知
事
選
、
翁
長
雄
志

さ
ん
の
応
援
団
が
集
ま
る
の
は

那
覇
の
中
心
街
か
ら
少
し
離
れ

た
所
に
あ
っ
た
。
そ
こ
は
県
外

か
ら
の
支
援
者
ば
か
り
が
来
て

い
て
、
僕
が
行
っ
た
日
は
三
、

四
〇
人
集
ま
っ
て
い
た
。
僕
の

チ
ー
ム
は
足
立
区
か
ら
来
た
女

性
、
北
海
道
か
ら
来
た
男
性
、

岐
阜
か
ら
来
た
男
性
、
全
て
シ

ニ
ア
の
4
人
。
北
海
道
の
男
性

が
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
で
話
し
、
そ

の
そ
ば
で
足
立
の
女
性
が
旗
を

持
ち
、
僕
と
岐
阜
の
人
が
戸
別

訪
問
を
し
た
。｢

集
会
へ
行
き
ま

し
た
よ｣

「
翁
長
さ
ん
を
支
持
し

ま
す
」
と
か
反
応
は
良
か
っ
た
。

車
を
止
め
て｢

応
援
し
て
い
ま

看
板
が
掲
示
さ
れ
て
い
た
。
基

地
ら
し
い
な
と
思
い
ビ
デ
オ
撮

影
し
て
い
る
と
米
兵
が
や
っ
て

来
た
。
撮
影
は
禁
止
だ
と
言
う

の
で
、
こ
こ
は
日
本
の
土
地
だ

け
ど
禁
止
な
の
？
と
僕
が
言
う

と
、
ゲ
ー
ト
の
20
メ
ー
ト
ル
位

前
か
ら
米
軍
の
土
地
だ
と
言

う
。
勝
ち
目
は
な
い
と
思
い
録

画
を
消
去
さ
せ
た
。
沖
縄
の
人

は
こ
の
よ
う
な
米
軍
と
の
関
係

性
の
中
で
生
活
し
て
い
る
ん
だ

と
厳
し
さ
を
感
じ
た
。 

帰
路
、
赤
信
号
で
止
ま
っ
た

交
差
点
で
は
道
路
以
外
は
全
て

金
網
が
張
ら
れ
た
基
地
だ
っ

た
。
昔｢

沖
縄
は
基
地
の
中
に
あ

る｣

と
聞
い
た
の
を
思
い
出
し

た
。 

皆
川 

純
麿 

 

12月 6日（土） 13:30～ 

強行採決から 1年 

「秘密保護法」施行するな！12.6大集会 

12:06 愛宕発 柏行き先頭車両に集合 

日比谷野外音楽堂～銀座デモ 

12月 7日（日） 13:00～ 

DVD上映会 & 意見交換 

「南京 1937」、「『南京事件』の真実」 
南京事件に関して、中国の視点で作成された映画と

南京事件は捏造と主張する側の講演会の二本を上映 

南部梅郷公民館 南地域九条の会 

12月 9日（火） 15:00～16:00 

9の日行動 

梅郷駅 野田九条の会 

12月13日（土） 10:00～12:00 

野田・九条の会定例会 
＊いつもは午後ですが場所の都合で午前中です 

欅のホール 4階研修室  

12月17日（水） 13:00～16:00 

DVD上映会 & 意見交換 

1967年版映画「若者たち」 

欅のホール研修室 けやき９条の会 

1月 10日（土） 14:00～17:00 

野田・九条の会定例会 

中央公民館講座室  

 

 

２014年7月  103号 

「野田・九条の会」事務局 

℡ ７１２２-０５０２ 

野田九条の会ホームページ 
www43.tok2.com/home/article9nodana 

 

２014年12月  108号 

「野田・九条の会」事務局 

℡ ７１２２-０５０２ 

野田九条の会ホームページ 
www43.tok2.com/home/article9nodana 

九条の会 11.24集会に 2,500人 
野田からは 8人が参加、銀座方面へデモ 

 

翁
長
さ
ん
、
圧
勝
！
辺
野
古
新
基

地
造
ら
せ
ぬ
、
沖
縄
の
魂
を
か
け
た

闘
い
だ
っ
た
。
理
不
尽
な
構
造
的
差

別
に
抗
し
、「
沖
縄
の
こ
と
は
沖
縄
が

決
め
る
」
と
自
己
決
定
権
を
行
使
し
、

沖
縄
の
尊
厳
と
誇
り
を
取
り
戻
し
た

意
味
は
大
き
い
。 

「
オ
ー
ル
沖
縄
」
に
至
る
ま
で
に

は
、
本
土
の
者
の
想
像
の
及
ば
ぬ
葛

藤
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
で

も
沖
縄
の
人
々
は
、
新
基
地
建
設
に

「
ノ
ー
」
を
突
き
付
け
た
の
だ
。
新

基
地
建
設
は
、
集
団
的
自
衛
権
な
ど

と
並
ん
で
、
日
米
同
盟
再
構
築
を
掲

げ
る
安
倍
政
権
の
重
要
な
柱
の
一
つ

で
あ
っ
た
。
繰
り
返
し
示
さ
れ
た
沖

縄
の
民
意
に
よ
っ
て
、
そ
の
柱
が
崩

れ
袋
小
路
に
入
り
込
ん
で
い
る
に
も

拘
ら
ず
、
ま
る
で
沖

縄
の
選
挙
な
ど
な

か
っ
た
か
の
よ
う

に
争
点
外
し
を
行

っ
て
い
る
。 

私
た
ち
は
沖
縄

か
ら
託
さ
れ
た
バ

ト
ン
の
重
み
を
噛

み
し
め
、
安
倍
政
権

の
暴
走
を
許
さ
ぬ

闘
い
に
力
を
尽
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。 



 

安倍内閣は 7 月に集団的自衛権容認を閣議決定し

た。このことは単独のこととして捉えてはいけない。

何を目的としているかを見定めることだ。大義なき解

散と言われようと安倍首相にはハッキリとした目指

すものがある。 

それは長期政権を維持しその間に最もやりたいこ

と、それは憲法改正だ。自民党改憲草案は国民主権剥

奪、基本的人権を制限、軍隊を持ち世界列強の一員に

再登場することだ。すでに子供たちには道徳教育の強

化をする教育基本法の改正、戦争判断を 4 人のみです

る国家安全保障会議の設置、政権の不都合を国民には

永遠に秘匿できる特定秘密保護法成立、戦争への拒否

感をなし崩し的に弱め突破口とする集団的自衛権の

容認などを二次政権までに行った。 

いよいよ集団的自衛権容認の法制化だ。 

閣議決定をされたとはいえ、九条を超え他国と交戦

することを含めるような法制化は主権者として認め

られない。 

アベノミクスにより有権者の関心を景気一本に惹

きつけておき、集団的自衛権論争を避けようとしてい

る。国のかたちは景気動向などで左右させてはならな

い。 

閣議決定から半年以上経っており国民は関心を維

持しているか気になるところだが、平和国家の根幹は

日本国憲法にあり自民党改憲草案は対極にある。 

有権者は何を支持し流れを変える一票を投ずるか、

それはおのずと明らかではないか。 

片桐直勝 

秘密保護法成立に先立つ 2 回の国政選挙（2012 衆

院選）（2013 参院選）では、秘密保護法制定を公約に

揚げた政党は自民党を含め一つもありませんでした。 

昨年 9 月、突如として秘密保護法案の概要が出され

わずか 2 週間（通常は 30 日間）のパブリックコメン

トが行われ、意見が 9 万件にもなり、その 8 割が反対

意見で占められました。しかしこの声は完全に無視。 

安倍内閣が同法案を国会に提出した 10 月 25 日に

は、日弁連、民放労連、日本ペンクラブなどが反対声

明を発表。また広範な平和団体、労働組合からも反対

声明が続きました。全国紙も「朝日」「毎日」が反対

の社説を出し、地方紙も「琉球新報」「沖縄タイムズ」

も反対の論陣をはりました。福島での公聴会で自民党

推薦の公述人も含めて全員が反対。慎重にと声を揃え

たにもかかわらず、その翌日に衆議院の強行採決によ

って、国民的怒りは激しく噴き上がりました。最終局

面では、国会正門前には全国から多くの市民が集まり

国会を包囲し、日比谷野外音楽堂でも 2 回の大きな集

会がありました。 

今年 8 月、運用基準をめぐるパブリックコメントが

行われ、法の廃止を求めるものを含め 2 万 4 千件が寄

せられたものの政府は12月10日法の施行を強行しよ

うとしています。これはもう国民全体が選挙で審判を

下すしかありません。 

伊藤 進 

 アベノミクスは成功途上にあると安倍内閣は強調

しています。しかし、多くの国民が実感していないこ

とは報道等にしばしば取り上げられています。賃金は

2％up したと言っていますが果たしてそうでしょう

か。私達の周囲に 2％の賃金上昇の実感を持つ人が何

人いるでしょうか。 

 給与収入から見れば民間の平均は減少しているの

が現実で、かろうじて一時金収入が増加したけ結果の

数値です。これが来年度にも保証されているわけでは

ありません。支給対象も正規雇用者がほとんで、手に

することができない人々も数多くいます。 

また雇用が改善したといっても増加したのは不安

定な非正規雇用であり、将来が保証された雇用形態で

はありません。その結果、年収 200 万円以下の雇用者

はこの 2 年間で 30 万人も増加し、給与以外、雇用保

険、健康保険、年金、介護保険などで正規雇用者との

間に大きな格差が生じていま

す。さらに、年収 1,000 万円

以上の人数は 10 万人増加し

ここでも格差が生じていま

す。アベノミクスの結果としての円安、株高などの恩

恵に浴することができる層がさらに富んで行くとい

う実際にほかなりません。そして多くの人々が中流か

ら下流へつき落とされていくのがアベノミクスのミ

クスの正体です。データーとしてもやはり 2 年間に預

貯金、株式などの金融資産を持たない世帯が 26％か

ら 31％に増加したことに現れています。 

アベノミクスが儲けられるところはさらに儲け、貨

幣を垂れ流し、物価を押し上げ、公共事業や装備品（軍

事費）に多額の予算をつぎ込み、それを経済成長とし、

その結果国民にもその成果配分が及ぶだろうとして

いることには大きな疑問が生じています。 

 憲法で保証された人間らしく生きられる社会を作

るために、これで良いのか考えましょう。 

小林 繁 


